
9 月 27 日、浜井川地区運動広場9 月 27 日、浜井川地区運動広場
で行われた『で行われた『こどもセンター運動こどもセンター運動
会』の様子。会』の様子。親子で大玉ころがし親子で大玉ころがし
に挑戦。あっち、こっちへ転がるに挑戦。あっち、こっちへ転がる
大玉をがんばってコントロール。大玉をがんばってコントロール。
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第29回 国民文化祭・あきた2014

彫刻フェスティバル in いかわ
彫
刻
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
か
わ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

町
で
は
、
日
本
国
花
苑
と
彫
刻
た
ち
に

光
を
あ
て
、
ア
ー
ト
（
彫
刻
）
と
は
？	

日
本
国
花
苑
の
魅
力
と
は
？	

そ
れ
ら
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
公
開
制
作
作
家
ら
を
交
え
て
、
彫
刻

と
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
国
花

苑
に
つ
い
て
な
ど
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

□
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

	

午
後
１
時
～
午
後
３
時
40
分

□
会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

□
内
容

・
彫
刻
公
開
制
作
除
幕
式
（
現
地
会
場
）

（
午
後
１
時
05
分
～
午
後
１
時
15
分
）

・
抽
選
会
及
び
閉
会
式

（
午
後
３
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
町
内
外
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ア
ー
ト
に
親
し
も
う

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
お
知
ら
せ

①
粘
土
で
作
品
づ
く
り

粘
土
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
挑
戦
し
て

み
よ
う
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
当
日
受
付
に
よ
る
参
加
も
可
能
で
す
。

□
日
時　

10
月
５
日
（
日
）午

前
10
時
か
ら

□
場
所　

日
本
国
花
苑
ふ
れ
あ
い
山
荘

（
な
べ
っ
こ
広
場
内
）

□
参
加
費　

無
料

②
石
に
色
を
塗
っ
て
何
か
を
作
ろ
う

い
ろ
い
ろ
な
形
の
石
に
色
を
つ
け
て
何

か
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

□
日
時　

10
月
12
日
（
日
）午

前
10
時
か
ら

□
場
所　

日
本
国
花
苑
チ
ビ
ッ
コ
広
場

□
参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
２

有
線 

４
４
４
３

第
29
回
国
民
文
化
祭

あ
き
た
２
０
１
４
が

開
幕
し
ま
す

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
各
地
で
様
々

な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や

団
体
が
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
や
実
力

を
披
露
し
、
交
流
す
る
「
国
内
最
大
の

文
化
の
祭
典
」
で
す
。	

テ
ー
マ
は
「
発
見
×
創
造	

も
う
ひ

と
つ
の
秋
田
」。
有
形
無
形
の
「
秋
田

ら
し
さ
」
の
発
揮
に
努
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
つ
つ
、	「
秋
田
で
の
新
し
い
取

組
（
プ
ラ
ス
１
）」
に
も
力
を
入
れ
、

県
民
は
も
と
よ
り
、	

県
外
の
人
が
持
っ

て
い
る
秋
田
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ひ
と
味

異
な
る
秋
田
の
文
化
を
全
国
に
情
報
発

信
し
て
い
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
式

（
午
後
１
時
30
分
～
午
後
１
時
40
分
）

・
基
調
講
演

（
午
後
１
時
40
分
～
午
後
２
時
30
分
）

▽
演
題　
「
日
本
国
花
苑
の
彫
刻
た
ち
」

▽
講
師　

小
笠
原　

光	

氏

（
前
県
立
美
術
館
館
長
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
）

▽
テ
ー
マ
「
彫
刻
っ
て
な
ぁ
に
？
」

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

笠
原　

幸
生	

氏
（
秋
田
大
学
教
授
）

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

　

奥
野　
　

誠	

氏
（
公
開
制
作
作
家
）

　

内
山　

士
郎	

氏
（
公
開
制
作
作
家
）

　

幡
宮　

正
光	

氏

（
元
彫
刻
整
備
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　

小
林　

孝
志	

氏
（
寺
沢
町
内
）
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◆
農
産
物
等
の
出
品
規
格

▽
水
稲
10
株
／
玄
米
1.5	

kg
／
大
豆
２
㍑
／

株
大
豆
10
株
／
小
豆
２
㍑
／
ゴ
ボ
ウ
10

本
／
タ
マ
ネ
ギ	

５
個
／
ニ
ン
ジ
ン
５

本
／
長
ネ
ギ
10
本
／
ダ
イ
コ
ン
２
本
／

長
イ
モ
２
本
／
カ
ボ
チ
ャ
２
個
／
キ
ャ

ベ
ツ
２
個
／
ハ
ク
サ
イ
２
個
／
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
２
束
／
雑
穀
２
㍑	

ほ
か

▽
珍
品
（
珍
し
い
形
や
大
き
さ
、品
種
等
）

の
農
産
物
も
特
別
展
示
品
と
し
て
募

集
し
て
い
ま
す
。
栽
培
歴
を
付
け
て
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
人
何
点
で
も
出
品
可
能
で
す
。
出
品

１
点
毎
に
つ
き
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
食
品
加
工
品
の
出
品
に
つ
い
て

▽
食
品
加
工
品

米
粉
、
乾
物
類
、
漬
物
、
大
豆
、
瓶
詰
、

缶
詰
、
食
品
加
工
料
理
等

※
今
年
度
の
食
品
加
工
テ
ー
マ
は
「
井

川
産
の
食
材
を
使
っ
た
加
工
食
品
」

で
す
。
米
粉
・
か
ぼ
ち
ゃ
粉
・
枝
豆
・

フ
キ
を
使
用
し
た
加
工
食
品
を
出
品

さ
れ
る
方
に
材
料
（
米
粉
・
か
ぼ
ち
ゃ

粉
・
枝
豆
（
冷
凍
）・
フ
キ
（
こ
ま
ち
笠

の
水
煮
）
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
10
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

役
場
産
業
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
テ
ー
マ
食
材
以
外
の
加
工
食
品

も
例
年
ど
お
り
受
付
し
ま
す
。
出
品
さ

れ
る
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
も
の
を
レ
シ
ピ
等
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

①
素
材
の
旨
み
を
生
か
し
た
も
の

②
塩
分
・
糖
分
の
量
に
工
夫
が
あ
る
も
の

③
「
一
人
分
の
材
料
費
が
〇
〇
円
以
下
」

等
の
節
約
料
理

※
食
品
加
工
の
出
品
に
あ
た
っ
て
は
必
ず

調
理
レ
シ
ピ
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

第４３回 町民文化祭
10 月 25 日（土）
○各展示コーナー （ 9：00 ～ 17：00 ）

○スタンプラリー （ 9：00 ～ 17：00）
※産業祭・福祉展・町民文化祭の３会場を

巡ってスタンプを集めよう。

〇フリーマーケット （  9：00 ～ ）
○出店コーナー （  9：00 ～ ）
○お茶会（抹茶） （  9：30 ～ ）
○ミニ警官交通安全メッセージ （10：00 ～ ）
〇ミニ四駆大会 （10：00 ～ 16：00 ）
○歌と踊りのつどい （10：00 ～ 13：00 ）
○産業祭及び福祉展表彰式 （14：00 ～ ）

10 月 26 日（日）
○各展示コーナー （ 9：00 ～ 14：00 ）
○スタンプラリー （ 9：00 ～ 14：00 ）

◆
農
産
物
等
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時

10
月
24
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
前
11
時

□
受
付
場
所　

井
川
町
役
場
２
階

今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

葹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
食
品
加
工
へ
の
出
品
は
役
場
２
階
ま
で

直
接
持
参
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
民
文
化
祭
へ
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時

10
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
～
午
後
５
時

10
月
24
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午

□
受
付
場
所　

井
川
町
公
民
館

◆
福
祉
展
へ
の
出
品
受
付

□
受
付
日
時

10
月
24
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
前
11
時

□
受
付
場
所　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

産業展／農産物、食品加工、農産加工品の
展示、お楽しみ抽選会

農協展、土地改良区展／パンフレット類、
パネル、ポスター等の展示

文化祭／書道、絵画、写真、手芸、生け花、
盆栽、フラワーアレンジメント、
文芸作品、井川小ふれあい学習作
品などの展示

福祉展／老人部門、介護施設・障害者部門
健康展／試食コーナー (10：00 ～ 14：00)

（食生活改善推進協議会）

町民文化祭町民文化祭
第５１回 井川町産業祭

【
産
業
祭
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場 

産
業
課 

産
業
振
興
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
８

有
線 

４
５
４
６

【
町
民
文
化
祭
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
２

有
線 

４
４
４
３

【
福
祉
展
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場 

町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７

有
線 

４
４
３
２

□会場　井川町農村環境改善センター
井川町役場庁舎
井川町健康センター

彫刻フェスティバル in いかわ
基調講演及びシンポジウム

時間／ 13：00 ～ 15：40
会場／井川町農村環境改善センター

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

□
開
催
日　

10
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
～

□
場
所　

井
川
町
公
民
館
前
芝
生
広
場

【
問
い
合
わ
せ
】

湖
東
３
町
商
工
会
井
川
事
務
所

電
話 

８
７
４

－

２
３
０
５

有
線 

４
４
７
２

◆
ミ
ニ
四
駆
大
会
の
参
加
者
募
集

□
開
催
日　

10
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
～

□
場
所　

役
場
１
階	

住
民
相
談
室

□
参
加
費　
３
０
０
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は

マ
シ
ン
持
参
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】
カ
ー
ハ
ン
ト
秋
田

電
話 

８
９
３

－

４
１
２
７
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● 町税１人あたり負担額
町民税	…………… 30,138円

個　人 ………… 26,765 円
法　人 …………… 3,374 円

固定資産税	……… 44,451円
土　地 ………… 12,278 円
家　屋 ………… 21,219 円
償却資産 ……… 10,731 円
交付金 ……………… 223 円

軽自動車税	………… 2,363円
たばこ税	…………… 7,393円

▼用語をチェック ▲
町税→みなさんが町に納めた税金

地方交付税→国が徴収した税金から町

の財政状況に応じて交付されるお金

国・県支出金→事業などの特定の目的

の財源として国や県から交付される

お金

財産収入→基金利子等による財産収入

繰入金→保有基金の取り崩しや特別

会計から繰り入れるお金

町債→道路や建設事業等を行うため

国などから借り入れるお金

地方譲与税→自動車重量税・道路譲与

税の一部で、国税として徴収し、町

へ譲与されたお金

使用料・手数料→保育料や各施設の使

用料、住民票等の交付手数料など

分担金・負担金→特定の利益を受けた

人から徴収したお金

井
川
町
決
算
報
告

平
成
25
年
度

平
成
二
十
五
年
度 
井
川
町
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
等
の
決
算
が

井
川
町
議
会
九
月
定
例
会
に
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
町
の
収
入
と
支
出
の
実
績

を
表
す
決
算
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か

に
８
つ
の
特
別
会
計
（
特
定
の
事
業

を
行
い
、
一
般
会
計
と
は
経
理
を
区

分
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
）
と
水
道

事
業
会
計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度	

井
川
町
一
般

会
計
の
当
初
予
算
は
二
十
八
億
九
千

四
百
万
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
補
正
等
に
よ
り
、
予
算
現
額
は

四
十
一
億
四
千
三
百
十
五
万
八
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
歳

入
総
額
は
三
十
八
億
八
千
五
百
八
十

五
万
四
千
円
、
歳
出
総
額
は
三
十
六

億
四
千
六
十
五
万
九
千
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
二
億
四
千
五
百
十
九

万
五
千
円
で
あ
り
ま
す
が
、
繰
越
明

許
費
に
係
る
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
額
二
千
九
百
三
十
九
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
は
二
億
一
千
五

百
八
十
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
歳

　
出

支
出
済
額
は
、
三
十
六
億
四
千
六

十
五
万
九
千
円
で
、
前
年
度
の
三
十

四
億
五
千
七
百
七
十
七
万
六
千
円
と

比
べ
一
億
八
千
二
百
八
十
八
万
三
千

円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
は
、
防
災
・
安

全
事
業
（
町
道
舗
装
等
）、
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
交
流
施
設
建
設
事
業
、
地
域

の
元
気
創
造
事
業
（
通
学
路
等
整
備

及
び
中
学
校
周
辺
整
備
）、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
（
診
療
所
等
・
有
線

放
送
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
の
非
常
用
発
電
設
備
、
町
民
体

一
般
会
計

ま
た
、
前
年
度
（
平
成
二
十
四
年

度
）
の
実
質
収
支
額
一
億
八
千
三
十

万
二
千
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収

支
は
、
三
千
五
百
五
十
万
三
千
円
の

黒
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
や
繰
上
償
還

額
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

二
億
七
千
六
百
十
万
三
千
円
の
黒
字

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
歳

　
入

収
入
済
額
は
、
三
十
八
億
八
千
五

百
八
十
五
万
四
千
円
で
、
前
年
度
の

三
十
六
億
九
千
六
百
二
十
五
万
八
千

円
と
比
べ
一
億
八
千
九
百
五
十
九
万

六
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、
地
方
交
付
税
が

全
体
の
四
十
三
・
〇
㌫
を
占
め
る
十

六
億
七
千
六
万
八
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
千
百
三
十
七
万
八
千
円
の
減
。

町
税
収
入
は
歳
入
全
体
の
十
一
・
三

㌫
と
な
る
四
億
三
千
八
百
八
十
四
万

七
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
百
二
十
二

万
一
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳入総額
町	税
4億3,884万7千円

町	債
6億7,050万円

その他
1億7,608万円
分担金及び負担金 1,893 万 3 千円
使用料及び手数料 6,957 万 8 千円
財産収入 573 万円
寄 付 金 267 万 1 千円
繰 入 金 1,887 万 3 千円
諸 収 入 6,029 万 5 千円

地方交付税
16億7,006万8千円

交付金等
9,899万2千円

繰越金
2億3,848万2千円

国・県支出金
5億9,288万5千円

地方譲与税 3,817 万 2 千円
利子割交付金 85 万 7 千円
配当割交付金 95 万 1 千円
株式譲渡所得割交付金 106 万 3 千円
地方消費税交付金 4,774 万 4 千円
自動車取得税交付金 776 万円
地方特例交付金 172 万 8 千円
交通安全対策交付金 71 万 7 千円

38 億 8,585 万 4 千円

11.3%

17.3%

15.3%

4.5%

6.1%
2.5%

43.0%
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▼
用
語
を
チ
ェ
ッ
ク
▲

人
件
費	

→ 

職
員
の
給
与
や
議
員
、
非
常

勤
職
員
へ
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

扶
助
費 

→ 

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経

費
。
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
等
の
法

令
に
基
づ
く
被
扶
助
者
へ
の
支
給
や
町
独

自
に
行
う
児
童
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
等
の

各
種
扶
助
の
た
め
に
支
出
す
る
経
費
。

公
債
費 

→ 

町
の
借
金
の
元
利
償
還
金
及

び
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た
め

の
経
費

普
通
建
設
事
業
費 

→ 

道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
保
育
所
、
庁
舎
等
の
公
共
施
設
や

公
用
施
設
の
建
設
事
業
に
必
要
と
さ
れ
る

投
資
的
な
経
費
。

災
害
復
旧
費 

→ 

降
雨
、
暴
風
、
地
震
な

ど
の
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
を
復

旧
す
る
た
め
の
経
費
。

そ
の
他 

→ 

物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
補

助
費
等
、
繰
出
金
、
積
立
金
な
ど
。

総務費
123,797 円

衛生費
46,981 円

農林水産業費
25,679 円

土木費
120,496 円

民生費
125,606 円

その他
61,053 円

公債費
133,389 円

教育費
62,722 円

● 町民１人あたり歳出額 ･････････････ 約70万円
※町の住民基本台帳登録人数 5,203 人（平成 26 年３月 31 日現在）対比

● 普通会計性質別歳出内訳

人件費
462,842千円

12.9% 17.8% 26.8% 36.0%6.1% 0.3%

扶助費
219,761千円

公債費
637,621千円

災害復旧費
10,317千円 

普通建設事業費
959,667千円

その他
1,289,424千円

育
館
耐
震
補
強
等
）、
公
共
施
設
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業

（
役
場
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・

診
療
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
）、

町
民
体
育
館
改
修
事
業
等
を
実
施

し
、
教
育
環
境
及
び
生
活
環
境
の
整

備
に
加
え
、
災
害
に
対
す
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
、地
域
経
済
の
回
復
、

雇
用
状
況
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
町
民
一
人
あ
た
り
換
算

し
た
歳
出
額
は
、
約
七
十
万
円
と

な
り
、前
年
度
（
六
十
五
万
三
千
円
）

と
比
較
し
て
四
万
七
千
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

17.7%

18.0%

6.7%
17.2%

3.7%

9.0%

3.5%

19.0%

総務費
6億4,411万6千円

民生費
6億5,352万6千円

衛生費
2億4,444万4千円

農林水産業費
1億3,361万円

土木費
6億2,694万1千円

公債費
6億9,402万1千円

その他
1億3,006万9千円

教育費
3億2,634万5千円

議会費	 6,686万9千円
労働費	 5,003万1千円
商工費	 285万2千円
災害復旧費	 1,031万7千円

【主な事業等】
有線放送事業費 1,976 万円
巡回バス運行費 1,472 万円   
地域の元気創造事業 13,312 万円
公共施設再生可能エネルギー等
導入事業 5,951 万円
町内集会施設改修事業 1,507 万円
電算機器更新事業 1,550 万円

【主な事業等】
福祉医療費 5,648 万円
社会福祉協議会運営補助金 416 万円
福祉活動専門員補助金 500 万円
後期高齢者医療療養給付費負担金
 5,450 万円
障害者介護給付費 7,640 万円
障害者訓練等給付費 1,762 万円
軽費老人ホーム運営委託費 1,683 万円
児童手当費 6,128 万円
安心子育て支援基金積立金
 3,000 万円

【主な事業等】
各種検診に係る経費 1,717 万円
予防接種委託費 446 万円
インフルエンザ予防接種委託費
 148 万円
湖東総合病院建設費補助金
 6,564 万円
八郎潟・井川衛生処理施設組合負担金
 1,693 万円
八郎湖周辺清掃事務組合負担金
 4,280 万円
ごみ収集業務委託費 1,116 万円

【主な事業等】
政策転換対応型農業者支援事業費
 681 万円
中山間地域等直接支払費 454 万円
戸別所得補償経営安定推進事業費
 1,314 万円
日本国花苑管理費 2,234 万円
林業費 709 万円
商工費 285 万円

【主な事業等】
社会資本総合整備事業

（道路改良舗装工事） 2,713 万円
辺地道路整備事業費 6,193 万円
防災・安全事業費 31,185 万円
側溝整備事業費 548 万円
除雪事業費 4,284 万円

【主な事業等】
外国人青年 (ALT) 招致事業費
 426 万円
スクールバス運行委託費 1,235 万円
中学校周辺整備工事 1,323 万円
屋内スポーツ交流施設整備工事
 10,378 万円

歳出総額 36 億 4,065 万 9 千円

【主な事業等】
湖東地区行政一部事務組合負担金

 11,190 万円
緊急防災・減災事業
 ・非常用発電設備整備工事
 3,591 万円
 ・耐震補強工事　 1,700 万円

消防費
1億8,758万7千円

5.2%
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【資産の部】
	1 有形固定資産 ････････ 119 億 8,777 万円

（うち土地 ･････････24 億 8,975万円）
(1) 総務費 ････････････23 億 4,182 万円
(2) 民生費 ････････････10 億 6,050 万円
(3) 衛生費 ･････････････ 5 億 1,957 万円
(4) 労働費 ･････････････････  1,127 万円
(5) 農林水産業費 ･･････11 億 8,082 万円
(6) 商工費 ･････････････････  3,884 万円
(7) 土木費 ････････････36 億 1,901 万円
(8) 消防費 ･････････････････  9,832 万円
(9) 教育費 ････････････30 億 7,937 万円
(10) その他 ････････････････  3,825 万円

 2 投資等  ････････････････15 億 8,859 万円
(1) 投資及び出資金 ･････ 1 億 5,521 万円
(2) 貸付金 ････････････････････ 23 万円
(3) 基　金 ･････････････ 8 億 7,223 万円
(4) 退職手当組合積立金 ･ 5 億 6,092 万円

 3 流動資産 ･･････････････11 億 7,284 万円
(1) 現金 ･ 預金 ････････11 億 5,020 万円
(2) 未収金 ･････････････････  2,264 万円

資産合計	････････････ 	 147億4,920万円

【負債の部】
 1 固定負債 ･･･････････････ 39 億 3,857 万円

地方債  ････････････････ 33 億 7,765 万円
退職手当引当金 ･･･････････ 5 億 6,092 万円

 2 流動負債 ･････････････････ 3 億 9,420 万円
翌年度償還予定額 ･････････ 3 億 9,420 万円

【正味資産の部】
 1 国庫支出金 ････････････ 17 億 9,530 万円
 2 県支出金 ･･･････････････ 6 億 1,772 万円
 3 一般財源等 ･･･････････80 億 341 万円

正味資産合計 ････････ 104 億 1,643 万円

	負債・正味資産合計	･･･････147億		4,920万円

△
△
△  

平
成
25
年
度 

井
川
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト  

▼
▼
▼

借　　方 貸　　方

▼
用
語
を
チ
ェ
ッ
ク
▲

固
定
資
産
→
施
設
建
設
な
ど
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
、
長
期
に
使
用
す
る

資
産
。
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却

費
を
差
引
い
て
い
る
。

投
資
等
→
出
資
金
、
貸
付
金
、
使

用
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
基
金

の
残
高
。

流
動
資
産
→
単
年
で
回
収
、
ま
た
は

現
金
化
が
可
能
で
、
か
つ
使
用
目

的
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
資
金
。

固
定
負
債
→
一
年
以
上
を
経
過
し
て

か
ら
支
払
い
を
要
す
る
負
債
。

流
動
負
債
→
一
年
以
内
に
支
払
い

を
要
す
る
負
債
。

正
味
資
産
→
資
産
の
う
ち
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
や
税
金
等
を
財
源

と
す
る
も
の
。

国民健康保険事業
歳 入 6 億 1,976 万円

歳 出 5 億 5,010 万 7 千円

国 民 健 康 保 険
井 川 町 診 療 所

歳 入 1 億　　677 万 2 千円

歳 出 1 億　　677 万 2 千円

介 護 保 険 事 業
歳 入 7 億 3,768 万 9 千円

歳 出 7 億 2,413 万 8 千円

介 護 認 定 事 業
歳 入 3,230 万円

歳 出 3,059 万 8 千円

介護サービス事業
歳 入 2 億 7,783 万 9 千円

歳 出 2 億 7,783 万 9 千円

後 期 高 齢 者 医 療
歳 入 4,403 万 2 千円

歳 出 4,403 万 2 千円

下 水 道 事 業
歳 入 2 億 5,145 万 6 千円

歳 出 2 億 5,136 万 2 千円

農業集落排水事業
歳 入 829 万 4 千円

歳 出 829 万 4 千円

水道事業

収益勘定
歳 入 1 億 2,185 万 7 千円

歳 出 1 億 6 千円

資本勘定
歳 入 －千円

歳 出 5,696 万 8 千円

特別会計・企業会計決算状況報告

【
井
川
町
の
財
政
指
標
】

自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る

た
め
の
様
々
な
分
析
指
数
を
総
称
し

て
「
財
政
指
標
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

□
財
政
力
指
数
〔
３
ヵ
年
平
均
〕

０・
２
２
１
（
前
年
比
０
・
０
０
１
増
）

財
政
力
指
数
と
は
、
自
治
体
の
財
政

力
を
示
し
た
指
数
で
、
基
準
財
政
収
入

額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た

数
値
の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
。

財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
自
主
財
源

の
割
合
が
高
く
、
財
政
力
が
強
い
団
体

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
財
政
力
指
数
が

１
を
超
え
る
と
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
支
給
を
受
け
な
い
不
交
付
団
体
と

な
る
。

「バランスシート」とは
バランスシートとは、町がこれまで蓄積してきた
資産の状況や、その財源となった負債の状況など
を表した報告書です。表の左側には資産、右側に
はその資産を整備するために調達した資金の情報
を記載しています。

□
実
質
公
債
費
比
率
〔
３
ヵ
年
平
均
〕

９・
３
㌫
（
前
年
比
１・
６
減
）

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
自
治
体
の

収
入
に
対
す
る
負
債
返
済
の
割
合
を
示

し
た
数
値
。
25
％
を
超
え
る
と
財
政
の

早
期
健
全
化
が
必
要
と
さ
れ
、
35
％
で

財
政
再
生
団
体
と
な
り
ま
す
。

□
将
来
負
担
比
率	

㌫	

※

将
来
負
担
比
率
と
は
、
自
治
体
の
一

般
会
計
に
対
し
て
将
来
支
払
う
可
能
性

が
あ
る
負
債
の
比
率
を
示
し
た
数
値
。

※
繰
上
償
還
等
の
実
施
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
等
で
償
還
費
が
ま
か
な
わ

れ
る
負
債
を
除
い
た
額
と
の
割
合
が

０
％
以
下
に
な
っ
た
た
め
。
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65
歳
以
上
の
方
（
一
部
60
歳
以
上

の
方
を
含
む
）、
６
か
月
児
か
ら
中

学
生
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係

る
費
用
に
つ
い
て
、
一
部
公
費
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

□
実
施
期
間

平
成
26
年
10
月
１
日

～
平
成
27
年
２
月
28
日

□
町
の
助
成
対
象
者
と
助
成
額

▽
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓

や
腎
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す

る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
の
障
害
を
有
す
る
方
）	

	
	

助
成
額
１
千
円

▽
６
カ
月
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
方

	

接
種
１
回
に
つ
き
助
成
額
１
千
円

▽
右
記
の
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護

世
帯
の
方	

全
額
助
成

□
予
約
に
つ
い
て

▽
井
川
町
診
療
所
で
接
種
す
る
場
合

・
平
成
26
年
10
月
１
日
（
水
）
か
ら

予
約
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
及
び
中
学
生
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

・
接
種
実
施
期
間
は
平
成
26
年
11
月

４
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
、
平
日

の
午
後
３
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

・
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
、
か
か
り

つ
け
の
小
児
科
医
等
で
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▽
井
川
町
診
療
所
以
外
の
医
療
機
関

で
接
種
す
る
方
は
各
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
持
参
す
る
書
類　

健
康
保
険
証

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
「
緊
急
医

療
依
頼
証
」
ま
た
は
生
活
保
護
世

帯
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

□
接
種
料
金

▽
各
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
接
種
を

受
け
た
場
合
は
、
各
医
療
機
関
の

接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□
そ
の
他

▽
井
川
町
診
療
所
で
は
、
前
述
し
た

と
お
り
平
日
の
午
後
３
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
の
受
付
で
接
種
を

実
施
し
ま
す
が
、
こ
の
時
間
帯
は

予
防
接
種
を
中
心
に
診
察
を
行
い

ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
接
種
に
併

せ
て
同
伴
の
保
護
者
の
方
も
一
緒

に
接
種
で
き
ま
す
。
接
種
を
希
望

す
る
方
は
必
ず
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
時
間
帯

に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
診
療
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
予
約
受
付
】

井
川
町
診
療
所

電
話 

８
７
４

－

２
２
１
５

有
線 

４
３
９
１

▽
契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た

場
合
で
も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
接
種
し
た
後
、
領
収
書
を
持

参
の
う
え
、
井
川
町
健
康
セ
ン

タ
ー
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

□
接
種
時
の
注
意
事
項

▽
予
防
接
種
は
体
調
の
良
い
と
き
に

受
け
ま
し
ょ
う
。
風
邪
の
ひ
き
は

じ
め
や
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
の

接
種
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▽
当
日
、
37
度
５
分
以
上
の
発
熱
が

あ
る
方
や
、
診
察
し
た
医
師
が
不

適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話 

８
７
４

－

３
３
０
０

有
線 

４
４
５
５

14
年
産
米
の
概
算
金
は
10
年
産
米

の
９
千
円
（
60
㌔
当
り
）
を
割
り
込

み
、
過
去
最
低
額
と
な
っ
た
。
米
の

消
費
減
退
や
在
庫
の
過
剰
実
態
を
反

映
し
た
も
の
だ
が
、
対
前
年
比
で
３

千
円
の
下
落
は
心
理
的
に
も
受
け
入

れ
難
い
価
格
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

９
月
の
定
例
町
議
会
で
も
こ
の
低
米

価
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
の
趣
旨

の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
末
端
自
治
体

で
は
営
農
資
金
の
確
保
や
利
子
補
給

な
ど
打
つ
手
は
限
ら
れ
て
い
る
。
生

産
者
の
主
体
的
な
経
営
判
断
で
需
要

に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産
を
行
う

と
い
う
米
政
策
改
革
の
ス
タ
ー
ト
年

に
こ
う
し
た
事
態
に
な
る
こ
と
は
誠

に
皮
肉
な
結
果
だ
が
、
か
つ
て
の
よ

う
に
備
蓄
米
を
積
み
上
げ
る
な
ど
の

便
法
は
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。

全
国
の
作
柄
は
作
況
指
数
101
の
平

年
並
み
だ
が
、
生
産
目
標
数
量
７
６

５
万
㌧
を
25
万
㌧
上
回
る
見
込
み

だ
。
民
間
在
庫
は
２
０
０
万
㌧
台
で
、

過
剰
基
調
の
中
で
の
価
格
低
迷
は
避

け
ら
れ
な
い
。
14
年
産
米
の
収
入
影

響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
で
は

過
去
５
年
間
の
最
高
、
最
低
を
除
い

た
３
年
間
の
平
均
収
入
と
の
差
額
の

90
㌫
が
補
填
さ
れ
る
が
、
認
定
農
業

者
や
集
落
営
農
な
ど
の
規
模
要
件
が

あ
る
。
そ
こ
で
14
年
産
に
限
り
特
例

措
置
と
し
て
規
模
を
問
わ
ず
、
ナ
ラ

シ
対
策
に
加
入
し
て
い
な
く
と
も
、

差
額
の
34
㌫
程
度
を
補
填
す
る
そ
う

だ
。
こ
う
し
た
対
策
は
あ
る
も
の
の

消
費
や
流
通
で
劇
的
な
変
化
で
も
な

い
限
り
低
迷
す
る
価
格
環
境
の
厳
し

さ
は
変
わ
ら
な
い
。
長
期
的
に
は
低

水
準
の
米
価
が
定
着
す
れ
ば
ナ
ラ
シ

対
策
な
ど
の
補
償
基
準
も
下
落
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
豊
作
を
単
純
に
喜

ん
で
い
る
ほ
ど
状
況
は
甘
く
な
い
。

19
年
以
降
、
米
の
生
産
調
整
は
廃

止
さ
れ
、
生
産
者
の
責
任
で
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
た
。

主
食
用
米
以
外
の
補
助
は
手
厚
く
、

飼
料
用
米
へ
の
誘
導
策
も
導
入
さ

れ
、
全
農
で
は
来
年
は
今
年
の
３
倍

に
あ
た
る
60
万
㌧
の
生
産
振
興
目
標

を
た
て
、
全
量
を
買
い
取
る
方
針
だ
。

本
町
の
場
合
、
近
く
に
畜
産
地
帯
も

無
く
、
ど
う
対
応
で
き
る
の
か
。
加

工
用
米
な
ど
も
含
め
可
能
性
を
探
り

た
い
。
例
え
ば
、
本
町
と
営
農
環
境

は
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
短

角
牛
（
肉
用
牛
）
を
導
入
し
て
い
る

東
成
瀬
村
で
は
３
０
０
頭
か
ら
５
０

０
頭
に
増
や
し
、
肥
育
で
粉
砕
し
た

米
を
使
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。
本

町
で
も
こ
う
し
た
各
地
の
例
を
参
考

に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
含
め
、
英

知
を
し
ぼ
り
た
い
。
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9月定例会議
会
①
農
業
・
農
政
に
つ
い
て

水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
は

心
配
さ
れ
ま
し
た
「
イ
ネ
ヒ
メ
ハ

モ
グ
リ
バ
エ
」
の
被
害
は
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
ず
、
田
植
え
後
の
生

育
は
概
ね
順
調
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
高
温
多
照
が
続
き
、

あ
き
た
こ
ま
ち
の
出
穂
期
は
八
月

一
日
と
平
年
よ
り
二
日
早
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東

が
八
月
二
十
一
日
に
実
施
し
た
生

育
調
査
で
は
、
稈
長
は
長
め
、
穂

数
は
平
年
対
比
百
七
％
、
穂
長
は

平
年
比
九
十
七
％
で
今
後
登
熟
が

順
調
に
進
め
ば
平
年
よ
り
、
や
や

多
め
の
収
量
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
七
月
下
旬
か
ら
の
天
候

不
順
や
台
風
の
影
響
で
一
部
圃
場

で
白
穂
、
褐
変
籾
が
散
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
登
熟
の
遅
れ
や

減
収
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。　

病
害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

は
、
い
も
ち
病
の
発
生
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
め
で
七
月
中
旬
よ
り

病
斑
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
発
生

は
主
に
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
等
予
防
剤

を
使
用
し
な
い
圃
場
に
見
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、

一
斉
防
除
後
の
穂
い

も
ち
病
防
除
に
つ
い

て
は
個
人
防
除
を
指

導
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
メ
ム
シ

に
つ
い
て
は
、
航
空

防
除
前
の
八
月
四
日

実
施
し
た
「
す
く
い

取
り
調
査
」
で
は
、

平
年
の
一
・
八
倍
の
発
生
量
で
あ
り

ま
し
た
。
発
生
量
は
全
県
で
増
加

し
て
お
り
、
八
月
七
日
付
け
で
、

県
病
害
虫
防
除
所
よ
り
、
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
類
多
発
警
報
が
発
令
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て

町
で
は
、
八
月
十
七
日
に
一
斉
防

除
を
実
施
、
そ
の
後
の
「
す
く
い

取
り
調
査
」
で
は
発
生
量
は
減
少

し
た
も
の
の
、
カ
メ
ム
シ
が
捕
獲

さ
れ
た
地
域
も
あ
る
た
め
、
薬
剤

効
果
が
切
れ
る
８
月
下
旬
に
追
加

防
除
を
実
施
す
る
よ
う
情
報
を
発

信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
農

地
中
間
管
理
事
業
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
管
理
機
構
で
七
月
一
日
か

ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
公
募
し
た

農
地
の
借
受
け
希
望
に
対
し
て
本

町
の
二
法
人
、
二
認
定
農
家
が
約

二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
借

受
け
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

町
試
験
圃
で
試
験
栽
培
を
し
て

い
る
ふ
き
「
こ
ま
ち
笠
」
に
つ
い

て
は
現
在
、
約
四
百
株
が
順
調
に

生
育
し
て
お
り
、
今
月
末
に
は

三
百
㌕
～
四
百
㌕
の
収
穫
量
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
出
荷

先
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
栽
培
希
望
農
家
を
募
り
、

五
千
株
分
与
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

②
井
川
町
診
療
所
・
千
葉
所
長
の

退
任
意
向
の
申
し
出
に
つ
い
て

千
葉
井
川
町
診
療
所
長
は
平
成

二
十
四
年
三
月
か
ら
本
町
の
診
療

所
に
赴
任
さ
れ
て
以
来
、
医
師
と

し
て
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
幼
児
・

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
及
び
予
防

接
種
等
、
幅
広
く
携
わ
っ
て
き
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
明
年
三
月

末
を
も
っ
て
退
任
し
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
報
告
要
旨

９
月
定
例
町
議
会
が
９
月
９
日
か

ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

初
日
の
本
会
議
で
は
、
町
長
の
行
政

報
告
に
続
い
て
、
２
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
平
成
25
年
度
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
等
の
決
算
認

定
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
町
か
ら
上

程
さ
れ
た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
等

の
案
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

先
生
の
温
厚
な
人
柄
に
よ
り
、

受
診
さ
れ
る
方
々
か
ら
も
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

引
き
続
き
、
慰
留
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
一
般
会
計

補
正
予
算
に
医
師
募
集
広
告
費
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
各
方
面
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
医
師
確
保
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

③
循
環
器
健
診
等
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

去
る
六
月
十
一
日
か
ら
十
九
日

ま
で
の
実
質
八
日
間
の
日
程
で
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

実
施
し
た
循
環
器
健
診
に
つ
い
て

は
、
千
四
百
七
十
五
人
の
方
々
が

受
診
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
年
よ
り

二
十
二
人
少
な
く
、
受
診
率
は

六
十
三
・
六
％
で
あ
り
ま
し
た
。

胸
部
総
合
検
診
は
千
二
百
二
十

一
人
、
大
腸
が
ん
検
診
に
九
百
四
十

人
、
前
立
線
が
ん
検
診
三
百
三
十
六

人
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
二
十
二

人
、
歯
科
検
診
百
五
十
七
人
、
臥

位
、
立
位
の
血
圧
・
心
拍
数
及
び

自
律
神
経
機
能
を
評
価
す
る
起
立

負
荷
試
験
は
八
十
八
人
、
蓄
尿
検

査
八
十
六
人
、
動
脈
硬
化
の
器
質

的
変
化
が
起
き
る
前
段
階
の
血
管

内
皮
機
能
を
評
価
す
る
Ｆ
Ｍ
Ｄ
検
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に
、
大
阪
が
ん
循
環
器
病
予
防
セ

ン
タ
ー
及
び
筑
波
大
学
の
医
師
二

名
に
よ
り
行
わ
れ
た
循
環
器
健

診
結
果
説
明
会
で
は
、
結
果
表

の
説
明
と
個
別
相
談
を
開
催
し
、

三
百
八
十
六
人
の
方
々
か
ら
出
席

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
期
間
中

出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
結
果

表
を
個
人
あ
て
に
送
付
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
、
例
年
同
様
に
要
治
療

者
へ
の
受
診
勧
奨
と
、
特
定
保
健

指
導
対
象
者
へ
の
指
導
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
戸
別
訪
問
に
よ
る

未
受
診
者
へ
の
受
診
督
励
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

査
百
六
十
一
人
、
心
臓
等
主
要
な

臓
器
に
直
接
か
か
る
圧
力
を
測
定

し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
心
不

全
等
脳
心
血
管
系
疾
患
の
予
測
す

る
中
心
血
圧
測
定
検
査
は
百
七
十

人
、
栄
養
指
導
百
四
十
七
人
の
方

が
受
診
さ
れ
た
ほ
か
、
健
診
期
間

中
、
四
十
人
の
方
に
は
紹
介
状
を

渡
し
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
の
受

診
を
勧
奨
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
は
七
月
一

日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
実
質
七
日

間
実
施
し
、
三
百
五
十
二
人
が
受

診
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
三

日
間
、
健
康
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場

め
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
統
合
を
見

送
り
、
各
町
村
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
今
定
例
会

の
補
正
予
算
に
戸
籍
シ
ス
テ
ム
更

新
費
一
千
三
百
八
十
二
万
四
千
円
、

副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
購
入

費
百
五
十
六
万
六
千
円
を
計
上
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

⑤
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
付

状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
消
費

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
を
対
象
と
し
た
臨
時
福
祉
給

付
金
並
び
に
子
育
て
世
帯
へ
の
影

響
緩
和
措
置
と
し
て
給
付
さ
れ
る

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に

つ
い
て
は
、
七
月
四
日
よ
り
受
付

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
末
日
現
在
、
臨
時
福
祉
給
付

金
は
、
対
象
見
込
者
九
百
六
十
八

人
に
対
し
、
五
百
六
十
九
人
（
申

請
率
五
十
八
・
八
㌫
）
の
方
が
申
請

受
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
、

対
象
見
込
者
五
百
四
十
六
人
に

対
し
、
四
百
二
十
七
人
（
申
請
率

七
十
八
・
二
㌫
）
の
方
が
申
請
受
付

し
て
お
り
ま
す
。

⑥
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
つ
い
て

幼
児
教
育
、
保
育
、
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年

八
月
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三

法
が
成
立
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

町
で
も
「
井
川
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
・

子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援

す
る
と
と
も
に
子
育
て
に
係
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に
、
質
の
高
い

幼
児
期
の
保
育
・
教
育
基
盤
の
確

保
や
多
様
な
保
育
・
教
育
の
提
供
、

放
課
後
児
童
の
育
成
等
に
つ
い
て

本
町
の
方
向
性
を
示
す
「
井
川
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
平
成
二
十
七
年
三
月
を
目
途
に

策
定
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
支
援
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
井
川

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
「
施
設
型
給

付
」、
多
様
な
保
育
機
能
に
対
応
す

る
た
め
の
小
規
模
保
育
等
を
「
地

域
型
保
育
給
付
」
に
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て

き
た
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
「
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

④
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
等
の

更
新
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
九
月
か
ら
稼
働
し

て
お
り
ま
す
現
在
の
戸
籍
総
合
シ

ス
テ
ム
は
、
端
末
機
の
基
本
Ｏ
Ｓ

が
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
（W

indow
s	

X
P

）
で
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
観
点
か
ら
更
新
を
行
う
予
定
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
の
発
生
を
受
け
、
災
害
や
事

故
時
の
戸
籍
デ
ー
タ
消
滅
を
防
止

す
る
た
め
、
副
本
（
異
な
る
電
力

会
社
管
内
に
デ
ー
タ
を
保
管
）
を

保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
が

新
た
に
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り

運
用
を
開
始
し
て
い
る
町
村
電
算

シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合
で
共
同

運
用
す
る
方
向
で
協
議
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
一
次
調
達
シ
ス
テ

ム
の
全
町
村
安
定
稼
働
と
個
人
番

号
制
度
導
入
に
伴
う
関
連
シ
ス
テ

ム
の
大
規
模
改
修
に
注
力
す
る
た

◇可決された主な案件◇
□平成 26 年度井川町一般会計予算に歳入歳出それ

ぞれ 3 億 600 万円を追加し、予算総額を 31 億

8,540 万円としました。

〔補正の主な内容〕
・戸籍総合システム更新費及び副本データ管理シ

ステム購入費� 1,539 万円の追加

・農地集積・集約化対策事業� 590 万円の追加

・農村環境改善センター改修費� 6,090 万円の追加

・公債費（臨時財政対策債等の繰上償還費等）

� � 1 億 7,865 万 2 千円の追加

・下水道事業特別会計繰出金

� （資本費平準化債の繰上償還費等）

� � 3,614 万 5 千円の追加

□井川町教育委員会委員の石井昭廣氏が平成 26 年 9

月 30 日をもって任期満了となることに伴い、同

委員に幡宮明貞氏（八幡）を平成 26 年 10 月 1 日

をもって任命することに同意されました。
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室

 1 日､ 8 日､ 15 日､ 22 日
29 日（毎週水曜日）

初級コース 18：30 から
中級コース 19：30 から

井川町公民館

和太鼓サークル 11 日、25 日 17：00 から 井川町公民館

10月の公民館活動

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

第 29 回井川アップルマラソン

□日　時　10 月 19 日（日）	午前９時
□会　場　井川町民体育館前集合
□日　程　受　付　午前 8時 00分～ 8時 45分

開会式　午前９時
競技スタート　３㌔ペア／午前９時 30分

５㌔／	午前 10時 15分
□参加料　中学生以下		500 円、高校生以上	1,000 円
□締切り　10 月 9日（木）
□申込み　井川町民体育館

電話 874-3668 ／有線 4285
	 井川町教育委員会	生涯学習班

電話 874-4422 ／有線 4443

全町卓球大会
□日　時　11月 9日（日）午前 8時 30分から
□会　場　井川町民体育館
【団　体】
・2単（シングルス）及び１複（ダブルス）として１チーム
３～４人、男女混合の割合は問わない。ただし中学生
だけのチーム及び中学生同士のダブルスペアは不可。

【個　人】
・１部（一般参加で中学校・高校での卓球経験者及び中学生）
・２部（１部の一般参加以外の卓球愛好者及び小学生）
□申込み　11月 7日（金）までに町民体育館へ

電話 874-3668 ／有線 4285

移動公民館
今年は、「湯沢市・佐藤養助工場見学と川連漆器の旅」。
機械を一切使わず、伝統ある製法で作り上げる秋田名
物の稲庭うどんの製造過程を見学し、昼食をとります。
午後からは八百年の歴史と伝統を持つ川連漆器の匠の
技を見学します。
□日　時　11月 12日（水）

午前 9時 30分　井川町出発
午後 4時 30分　　〃　到着予定

□集合場所　井川町農村環境改善センター
□内　容　佐藤養助総本店、川連漆器伝統工芸館見学
□参加費　1人	2,000 円
□募集人数　20人（定員になり次第締切ります。）
□参加申込み受付期間

10 月 6日（月）～ 10月 28日（火）
□申込み　井川町教育委員会生涯学習班

電話 874-4422 ／有線 4443

国民文化祭だより
いよいよ第29回国民文化祭・あきた2014が始まります。

会期は10月4日（土）から文化の日11月3日（月）まで

の1か月間です。会期中のイベント等については国民文

化祭あきた2014公式ホームページをご確認ください。

http://common.pref.akita.lg.jp/kokubunsai2014/

★開会式・オープニングフェスティバル

管弦楽、吹奏楽、合唱による「大いなる秋田」の演

奏を中心に、秋田民謡、伝統芸能や舞踊などを織り

込んだパフォーマンスにより、「発見×創造　もうひ

とつの秋田」を表現します。  

※一般入場者の募集は終了しております。

※開会式及びオープニングフェスティバルの様子は、　

テレビ中継をご覧ください。

＜放送予定日時＞

・NHKＥテレ（秋田県域）

10月 4日（土）15：00～16：30〔生中継〕

・NHK総合（全国）

10月11日（土）15：05～15：49〔収録〕　

★フィナーレイベント・閉会式

秋田県が全国最多を誇る 17の国指定重要無形民俗

文化財が一堂に会し、実演・披露するとともに県民

参加の創作ミュージカルを披露します。

□日時　11月3日 ( 月・祝 )　10：00～ 17：20

□会場　秋田市にぎわい交流館、にぎわい広場、広小路、

中土橋、秋田県民会館
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9月 27日

井川こどもセンター運動会
好天に恵まれたこの日、浜井川地区運動広場

では、井川こどもセンター運動会が開催され、
秋空の下、元気な園児たちの姿が見られました。

徒競走や障害物競争、親子競技などの種目を
楽しむ園児たちへ、観覧席からは大きな声援が
送られ、会場は笑顔があふれていました。

9 月 28 日

秋田 25 市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン！

【成績】町の部　第7位　井川町
（２時間10分53秒）
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ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

9/6
未来につなげる文化活動を

この日、町農村環境改善センターを会場に
男鹿・潟上・南秋芸術文化協会連絡協議会（会
長・幡宮姫佐子さん）が主催する芸術文化振
興大会が催されました。本大会は日頃より芸
術文化活動を実践される方々が互いの成果を
披露し交流することがねらい。会では前彫刻
整備実行委員会事務局の幡宮正光さんが日本
国花苑の彫刻について基調講演されたほか、
町協会有志による朗読劇が披露されました。

8/29
カナダの女子中・高生と国際交流

カナダ・ニューウエストミンスター市の女
子バスケットボールクラブチーム「フレー
ザーデルタ」の 14 歳から 17 歳までの女子
生徒６名及び引率者らが井川中学校を訪れ、
同校生徒と英会話によるワークショップ授業
が行われました。また、茶道を通じた文化交
流や同校女子バスケットボール部との練習試
合などで交流を深めました。なお、この交流
会は平成 24 年以来２度目となります。

９
月
20
日
・
21
日

平
成
26
年
度	

潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
秋
季
体
育
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
女
子
】

 
 

優　

勝 

井
川
中
学
校

（
全
県
大
会
出
場
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
女
子
】

 
 

第
３
位 

井
川
中
学
校

【
柔
道
／
男
子
】

○
個
人
戦

50
㎏
級 

準
優
勝　

河
野　

礼
弥

（
全
県
大
会
出
場
）

　

〃　

 

第
３
位　

八
柳　

星
耶

　

〃　

 

第
３
位　

福
田　
　

陽

60
㎏
級 

第
３
位　

半
田　

瞬
羅

73
㎏
級 

第
３
位　

伊
藤　

正
晴

【
卓
球
／
女
子
】

〇
団
体
戦

 
 

準
優
勝 

井
川
中
学
校

（
全
県
大
会
出
場
）

○
個
人
戦

 
 

第
３
位　

若
狹　
　

杏

（
全
県
大
会
出
場
）

９/20
第 16回全町グラウンドゴルフ大会結果

（会場：日本国花苑グラウンドゴルフ場）
【個人成績】

優　勝　三戸　兼蔵（今 戸）①
準優勝　伊藤　ユキ（今 戸）③
第３位　石井　昭廣（八 幡）①
第４位　伊藤ヤス子（今 戸）②
第５位　三戸　春子（今 戸）①

※〇内数はホールイン回数
主催／井川町グラウンドゴルフ協会
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◆主な公共工事等の発注状況◆ ※千円未満を切り捨て記載します。

・新屋敷飯塚線防雪柵設置工事（２工区）
契約額　34,236 千円
契約先　有限会社	鈴木建設

▽道路区画線整備委託
契約額　1,728 千円
契約先　平野塗装工業	株式会社

▽街道一号線外道路緊急補修工事
契約額　2,484 千円
契約先　有限会社	カツタ建設

▽館岡二号線側溝改良工事
契約額　1,490 千円
契約先　有限会社	カツタ建設

▽下村小竹花線舗装補修工事
契約額　18,036 千円
契約先　株式会社	菅与組

▽羽立六号線舗装補修工事
契約額　35,640 千円
契約先　第一道路建設	株式会社

▽街道上村一号線外舗装補修工事
契約額　17,280 千円
契約先　秋田瀝青建設	株式会社

▽道路施設（橋梁）点検業務委託
契約額　4,320 千円
契約先　㈱創研コンサルタント

▽大麦井内線道路改良工事
契約額　13,586 千円
契約先　有限会社	鈴木建設

・田中一号線避難路確保工事
契約額　7,204 千円
契約先　株式会社	小林組

・さくら駅町営住宅屋根塗装工事
契約額　3,402 千円
契約先　昭塗装企業

・上水道老朽管布設替工事
契約額　9,061 千円
契約先　有限会社	三嶽建設

・さくら中継ポンプ場汚水ポンプ取替
工事
契約額　3,078 千円
契約先　株式会社	北勢工業

・大野地金山線舗装補修工事
契約額　17,280 千円
契約先　第一道路建設	株式会社

・道路付属物点検業務委託
契約額	　8,640 千円
契約先　㈱創研コンサルタント

■教育委員会
▽スポーツ施設整備事業 町民野球場

芝生化工事設計・監理業務委託
契約額　1,998 千円
契約先　株式会社	矢留測量設計

▽歴史民俗資料館屋根塗装等修繕工事
契約額　1,749 千円
契約先　伊藤塗装

■総務課
・ふるさと交流センター非常用発電設

備整備工事
契約額　11,986 千円
契約先　㈱ユアテック秋田営業所

■町民課
・さくら苑冷温水発生機整備工事

契約額　9,990 千円
契約先　羽後設備	株式会社

■産業課
・松くい虫防除薬剤散布業務委託

契約額　1,911 千円
契約先　株式会社	池田

・下村谷地中線防雪柵設置工事
契約額　10,076 千円
契約先　有限会社	三嶽建設

・田中一号線避難路確保工事測量設計
業務委託
契約額　1,026 千円
契約先　株式会社	矢留測量設計

・大麦井内線道路改良工事（３工区）
測量設計業務委託
契約額　2,322 千円
契約先　興建エンジニアリング㈱

・新屋敷飯塚線防雪柵設置工事（１工区）
契約額　35,424 千円
契約先　株式会社	小林組

功
績
を
た
た
え
て

9/12
国文祭に向けて彫刻清掃

第 29 回 国民文化祭・あきた 2014 の開幕を
前に、本町主催・彫刻シンポジウム in いかわの
舞台となる日本国花苑の環境美化に努めようと、
井川町職員退職者会の皆さんによる彫刻清掃ボラ
ンティア作業が行われました。

この活動は役場退職職員が地域貢献活動として
毎年続けているもので、1 年間の汚れを落とした
屋外彫刻たちは大勢の来苑者を迎えるべく、その
輝きを取り戻していました。

◆
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

健
全
育
成
少
年
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

「
井
川
さ
く
ら
」
は
平
成
16
年
の
結
成

以
来
、
小
・
中
学
生
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
を
は
じ
め
、
犯
罪
被
害
防
止

の
啓
発
、
未
成
年
者
の
非
行
防
止
活
動

な
ど
を
展
開
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
長
き
に
わ
た
る
献
身

的
な
功
労
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
全

国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
よ
り
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
社
会
安
全

貢
献
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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今
年
６
月
に
実
施
し
た
町
の
循
環
器
健
診

を
受
け
て
い
な
い
国
保
加
入
者（
40
歳
以
上
）

を
対
象
と
し
た
『
基
本
健
康
診
査
』
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
対
象
者　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保

加
入
者
で
、
町
の
循
環
器
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人

□
受
診
料　

無　

料

□
実
施
期
間	

10
月
６
日
（
月
）

～
10
月
24
日
（
金
）

□
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

□
実
施
場
所　

井
川
町
診
療
所

□
健
診
内
容　

問
診
、
身
体
計
測
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
心
電
図
、
血
液
検
査

※
受
診
さ
れ
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
井
川
町

診
療
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
さ
れ
た
方
に
後
日
、
受
診
券
や
質
問

票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
井
川
町
診
療
所

電
話 

８
７
４

－

２
２
１
５
／
有
線 

４
３
９
１

町
で
は
、
燃
え
る
（
可
燃
）
粗
大
ご
み
、

燃
え
な
い
（
不
燃
）
粗
大
ご
み
、
特
定
処
理

困
難
物
を
収
集
し
ま
す
。

□
収
集
日　

10
月
19
日
（
日
）

９
時
～
12
時
ま
で
受
付

□
集
積
場
所　

町
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
宇
治
木
地
内
）

【
注
意
事
項
】

○
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機

は
、
町
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

○
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
類
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

○
農
機
具
・
古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
は
受

付
け
し
ま
せ
ん
。

○
高
齢
者
世
帯
な
ど
集
積
場
所
へ
の
搬
入
が

困
難
な
方
は
、
役
場
町
民
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
６
／
有
線 

４
４
４
１

【
粗
大
ご
み
】
可
燃
・
不
燃
粗
大
ご
み
／
特
定
処
理
困
難
物
を
収
集
し
ま
す

□
収
集
対
象
品
目
と
手
数
料

○
燃
え
る
（
可
燃
）
粗
大
ご
み

収
集
手
数
料

 

５
０
０
円

収
集
手
数
料

 

１
０
０
円

タ
ン
ス
、
本
棚
、
机
、

テ
ー
ブ
ル
等
の
大
型

の
も
の

布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

座
布
団
、
椅
子
、
絨
毯

カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
小
型

の
も
の

○
燃
え
な
い
（
不
燃
）
粗
大
ご
み

収
集
手
数
料

 

５
０
０
円

収
集
手
数
料 １

０
０
円

電
子
レ
ン
ジ
、
ビ
デ

オ
機
器
、
大
型
石
油

ス
ト
ー
ブ
等
の
大
型

の
も
の

自
転
車
、
三
輪
車
、
小

型
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ

ス
台
、
乳
母
車
、
扇
風

機
等
の
小
型
の
も
の

○
特
定
処
理
困
難
物

収
集
手
数
料 ５

０
０
円

収
集
手
数
料 １

０
０
円

・
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
の

マ
ッ
ト
レ
ス

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

・
石
油
ボ
イ
ラ
ー

（
こ
の
３
品
限
定
）

消
火
器
の
み

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重

な
資
源
で
あ
り
、将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の

有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

自
分
勝
手
な
土
地
利
用
は
周
り
の
人
々
の

生
活
や
自
然
環
境
に
影
響
を
あ
た
え
、
将
来

に
ま
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
な
土
地
取

引
を
行
う
際
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
の
規
模

①	

市
街
化
区
域	

２
、０
０
０
㎡
以
上

②	

右
の
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域

	

５
、０
０
０
㎡
以
上

③	

都
市
計
画
区
域
以
外

	

１
０
、０
０
０
㎡
以
上

※
井
川
町
地
内
全
域
（
都
市
計
画
区
域
外
）

で
は
１
０
、０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
６
１

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

【
国
保
】
循
環
器
健
診
未
受
診
者
の
方
へ

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

10月

く

情
らし

報
の
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ご
存
じ
で
す
か
？
「
行
政
相
談
」 

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
相
談
制
度
と
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
特
殊
法
人
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
受
け
、
公
平
か
つ

中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な
助
言
を
し
た
り
、

適
切
な
処
理
を
行
政
に
促
し
た
り
し
て
問
題

の
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
苦
情
の

相
談
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
の
声
を
行
政
運
営

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
毎
日
の
く
ら
し
の
な
か
で
、

例
え
ば
税
金
や
年
金
、
道
路
な
ど
、
行
政
機

関
等
の
仕
事
に
つ
い
て
問
題
を
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
、
お
気
軽
に
行
政

相
談
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
苦
情
を
申
し
出
た
い
。
▽
改
善
し
て
ほ
し

い
こ
と
が
あ
る
。
▽
苦
情
を
申
し
出
た
が
説

明
や
対
応
に
納
得
が
い
か
な
い
。
▽
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
等
。

特
設
行
政
相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

10
月
20
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま
で

は
『
行
政
相
談
週
間
』
で
す
。
行
政
機
関
等

の
仕
事
に
関
し
て
の
相
談
に
行
政
相
談
員
が

応
じ
て
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

□
日　

時　

10
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

□
会　

場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

□
相
談
員　

桜
庭
和
男
相
談
員
（
新
屋
敷
）

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
６
２

予
防
接
種
法
施
行
令
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
26
年
10
月
１
日
よ
り
水
痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
に
な

り
ま
し
た
。
接
種
方
法
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

□
対
象
者　

生
後
12
か
月
～
36
か
月
未
満

（
１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
３
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）
の
幼
児

※
す
で
に
水
痘
に
罹
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

□
接
種
回
数
及
び
標
準
的
な
接
種
間
隔　

◇
初
回
接
種　

生
後
12
～
15
か
月
で
接
種

◇
追
加
接
種　

初
回
接
種
後
、
６
か
月
～
12

か
月
の
間
隔
を
あ
け
て
接
種

※
こ
れ
ま
で
に
任
意
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、

不
足
回
数
分
を
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で

き
ま
す
。

※
経
過
措
置
と
し
て
今
年
度
に
限
り
、
３
歳

～
４
歳
（
５
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の

児
童
で
、
こ
れ
ま
で
水
痘
に
罹
っ
た
こ
と

が
な
く
、
予
防
接
種
を
実
施
し
た
こ
と
が

な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、
定
期
接
種
と
し

て
１
回
の
接
種
が
可
能
で
す
。

※
町
で
実
施
し
て
い
る
水
痘
予
防
接
種
（
任

意
接
種
）
の
助
成
は
５
歳
児
か
ら
就
学
前

の
児
童
を
対
象
と
し
て
、
引
き
続
き
４
千

円
助
成
し
ま
す
。

□
実
施
医
療
機
関　

男
鹿
潟
上
南
秋
医
師
会

ま
た
は
秋
田
市
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る

協
力
医
療
機
関
（
事
前
に
予
約
し
て
か
ら

接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

※
井
川
町
診
療
所
で
接
種
す
る
場
合
は
接
種

を
希
望
す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
受
付
】
井
川
町
診
療
所

電
話 

８
７
４

－

２
２
１
５
／
有
線 

４
３
９
１

※
協
力
医
療
機
関
の
詳
細
に
つ
い
て
は
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話 

８
７
４

－

３
３
０
０
／
有
線 

４
４
５
５

【
予
防
接
種
】水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
に
加
わ
り
ま
す

定
期
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

□
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

□
日
時　

10
月
19
日
（
日
）
９
時
～
12
時

（
毎
月
第
３
日
曜
日
に
実
施
）

□
場
所　

湖
東
地
区
消
防
本
部

※
講
習
は
無
料
。
受
講
希
望
者
は
前
々
日

（
10
月
17
日
）ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部

電
話 

０
１
８

－

８
７
４

－

２
４
２
０

秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

秋
田
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
26
年
10
月

５
日
か
ら
14
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
時
間
額

「
６
７
９
円
」
と
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
、県
内
の
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

労
使
合
意
の
上
で
あ
っ
た
と
し
て
も
最
低
賃

金
額
以
上
を
支
払
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
労
働
局 

賃
金
室

電
話 

０
１
８

－

８
８
３

－

４
２
６
６

の10月
　５日（日）彫刻ワークショップ①
	 	 「粘土で作品づくり」
	 	 （日本国花苑ふれあい山荘）

１２日（日）彫刻ワークショップ②
	 	 「石に色を塗って何かをつくろう」
	 	 （日本国花苑チビッコ広場）

	１９日（日）井川アップルマラソン
（町民体育館前集合）

	２５日（土）～２６日（日）
	 	 井川町産業祭・町民文化祭

（役場庁舎、健康センター、
農村環境改善センター）

	２６日（日）第 29回	国民文化祭・あきた 2014
	 	 彫刻フェスティバル in いかわ
	 	 シンポジウム（農村環境改善センター）

	２８日（火）農業委員会総会	 （役場会議室）
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『
読
書
の
つ
ど
い
』
開
催
の
お
知
ら
せ

県
民
読
書
の
日
（
11
月
１
日
）
制
定
記
念

事
業
『
読
書
の
つ
ど
い2014

秋
』
の
一
環

と
し
て
、
秋
田
県
出
身
の
内
館
牧
子
氏
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時　

10
月
25
日
（
土
）
開
場
12
時
30
分

13
時
00
分
～
15
時
20
分

□
会
場　

秋
田
テ
ル
サ
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

（
秋
田
市
御
所
野
）

□
講
師　

内
館
牧
子	

氏
（
脚
本
家
・
作
家
）

□
演
題　
「
読
書
す
る
人
・
し
な
い
人
」

□
そ
の
他　

入
場
無
料
。
先
着
４
８
０
名
。

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
『
あ
き
た
ブ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://com
m
on.pref.akita.lg.jp/

akita-booknet/

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】

秋
田
県 

総
合
政
策
課 

県
民
読
書
推
進
班

電
話 

０
１
８

－

８
６
２

－

５
２
０
０

FAX
 

０
１
８

－

８
６
２

－

５
１
１
０

自
賠
責
が
あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
25
年
中
の
事
故

発
生
件
数
は
約
63
万
件
、
死
傷
者
数
は
約

79
万
人
と
、
国
民
の
誰
し
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責

保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

違
反
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省 

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

電
話 

０
１
８

－

８
６
３

－

５
８
１
３

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

平
成
26
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争

（
平
成
26
年
８
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
１
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
０
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
毎
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
年
単
位
で
県
内
25
市
町
村
毎
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
等
に
よ
り
、
競
わ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
順
位
は
そ
の
月
末
ご
と
の
途
中
経

過
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
上

積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
掛
け
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
も

公
的
年
金
等
控
除
が
あ
る
な
ど
税
制
面
で
も

優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
型
は
65
歳
支
給

開
始
で
す
が
、
二
口
目
以
降
に
60
歳
か
ら
の

支
給
の
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
次
の
要
件
を

満
た
す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
方

③
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

電
話 

０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２ 

国
民
年
金
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
や
保
険
料
の
免
除

【
国
民
年
金
】
ご
存
知
で
す
か
？ 

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持

つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
町
民
課

も
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

き
の
こ
採
り	

行
き
先
告
げ
て	

無
理
を
せ
ず

平
成
25
年
中
に
お
け
る
〝
き
の
こ
採
り
〟

に
伴
う
遭
難
発
生
件
数
は
15
件
、
遭
難
者
は

18
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
き
の
こ
採
り
で

遭
難
し
た
方
の
う
ち
、
３
人
が
負
傷
、
15
人

が
無
事
救
助
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

万
が
一
、
遭
難
し
た
場
合
、
捜
索
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
見
つ
け
た
ら
、
見
通
し
の
良
い

場
所
に
移
動
し
、目
立
つ
色
の
着
衣
や
雨
具
、

タ
オ
ル
等
を
振
っ
て
居
場
所
を
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
上
空
か
ら
見
て
最
も
目
立

つ
色
は
『
白
色
』
で
す
。

安
全
で
、
楽
し
く
き
の
こ
採
り
を
行
う
た

め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
き
の
こ
採
り
に
行
く
と
き
の
注
意

装
備
品
の
注
意

▽
一
人
で
山
に
入
ら
ず
、
家
族
や
知
人
に
行

き
先
、
帰
宅
予
定
等
を
告
げ
る
こ
と
。

▽
自
分
の
体
力
、
体
調
に
あ
っ
た
行
動
を
と

る
こ
と
。

▽
予
備
の
食
糧
、
雨
具
、
着
替
え
、
ラ
イ

タ
ー
、
ナ
イ
フ
、
熊
鈴
、
ラ
ジ
オ
、
笛

な
ど
の
携
行
品
を
持
参
す
る
こ
と
。

◎
入
山
の
注
意
・
登
山
の
注
意

▽
声
を
か
け
合
い
、
互
い
の
居
場
所
し
て
同

行
者
と
離
れ
な
い
こ
と
。

▽
方
向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

▽
無
理
を
せ
ず
早
め
に
切
り
上
げ
、
明
る
い

う
ち
に
下
山
す
る
。
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今月のお知らせ

司法書士による無料相談会を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　10月16日（木）13時～16時
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階
【問い合わせ】井川町社会福祉協議会

電話 018-874-2610 ／有線 4451

『心配ごと相談』開催のお知らせ 

「どこに相談したらいいか分からない」
など、日常の困りごとについて、相談
に応じます。事前の予約は不要です。
□日時　10月21日（火）9時30分～12時
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員
【問い合わせ】井川町社会福祉協議会

電話 018-874-2610 ／有線 4451
秋田公証人会より

『無料電話相談』実施のお知らせ
秋田公証人会では、本年の公証週間に
ちなんで、電話での相続・遺言・任意
後見・離婚給付などについて、法律の
専門家の公証人が相談に応じます。
ファックス、メールでの相談も可。
□日時　10月4日（土）9時～16時
□連絡先　秋田公証人合同役場

（公証人　鈴鹿　寛）
・電話� 018-824-0561
・FAX� 018-864-0854
・メール� akita-notary@abeam.ocn.ne.jp

司法書士会より
『無料法律相談会』開催のお知らせ

□日時　10月4日（土）10時～16時
□場所　秋田司法書士会館�3階
□相談の内容　登記、相続、遺言、

成年後見、借金、多重債務、悪質
商法、境界、近隣とのトラブル等

□相談方法　面談（事前予約は不要）
【問い合わせ】秋田司法書士会

電話 018-824-0187
『民事・家事当番弁護士制度』

開始のお知らせ
民事訴訟や家事裁判を起こされた当事
者が専門家のアドバイスを受けられる
ようにすることを目的に秋田弁護士会
では、裁判所からの呼び出し状を持参
した裁判の当事者を対象に初回 30 分
間の無料相談を受け付けしています。
訴状や呼び出し状など裁判所から届い
た書類を用意し、専用電話（018-896-
5599）に電話いただくと県内各地域の
当番弁護士に相談を申し込めます。
【問い合わせ】秋田弁護士会

電話 018-862-3770
労働者と事業主の

トラブル解決をお手伝いします
不当な解雇や上司からのいやがらせな
ど、労働者と事業主間のトラブルが両
者の話し合いで、円満に解決されるよ
うお手伝いします。労使どちらからで
も申請可能です。利用は無料。
【問い合わせ】秋田県労働委員会事務局

電話 018-860-3284

自然観察会・体験教室のご案内

□日時　10月26日（日）10時～12時
□内容　ツルと紙ひもでカゴづくり
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
※参加費は無料。開催日１か月前より

参加申込みを受付します。
【問い合わせ】秋田県環境と文化のむら

電話 018-852-2202
求職者を対象とする

公共職業訓練実施のお知らせ
□訓練期間　12月5日～Ｈ27年6月29日
□訓練科　テクニカルオペレーション

科（若年者コース）定員20名
□募集期間　10月3日～11月4日
□受講料　無料（テキスト代自己負担）
□応募資格　ハローワークに求職申込

された方で新規技能の習得希望者。
【問い合わせ】職業訓練支援センター

電話 018-873-3178

秋田林業大学校の研修生を募集します

秋田県林業研究研修センターでは秋田
県林業トップランナー養成研修（秋田
林業大学校）の研修生を募集します。
□研修期間　2 年間
□申請資格　県内の森林組合や林業会

社等に就職希望があり概ね 30 歳未
満の者で、高等学校卒業または同等
以上の学力を有する者

【問い合わせ】県林業研究研修センター
電話 018-882-4511

「経営者保証ガイドライン」が
策定されました

個人保証なしで金融機関から融資を受
けたり、事業が破綻しても一定の生活
費等を残すことができるルールができ
ました。法人と個人の資産・経理が明
確に分離されている場合において個人
保証が不要となることなどを定める

「経営者保証に関するガイドライン」
が策定されました。詳しくは中小企業
基盤整備機構へお問い合わせ下さい。
【問い合わせ】中小企業基盤整備機構

（東北支部）電話 022-716-1751

『ＳＬあきた路号』運行のお知らせ

□列車名　第 29回国民文化祭・あきた 2014 記念
「ＳＬあきた路号」

□運転日　10 月 18 日（土）、19日（日）
□運行区間　秋田駅～東能代駅（1日 1往復）

※井川さくら駅発着時間
下り線／ 10：21着（10：22発）
上り線／ 15：41着（15：42発）

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ	

No
・
２
７
８

◆
今
月
の
問
題

①
﹃
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
・
ふ
る
さ
と

あ
き
た
ラ
ン
﹄
で
井
川
町
の
順
位
は
﹃
町

の
部
﹄
で
何
位
で
し
た
か
？

②�

９
月
３
日
に
行
わ
れ
た﹁
井
川
町
敬
老
式
﹂

の
参
加
対
象
者
は
何
人
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
た
方

の
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
︱
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
︱
１

井
川
町
役
場�

総
務
課�

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

10
月
20
日
（
月
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
へ
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
①
９
区
間 

②
59
人
で
し

た
。
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ひろば
みんなの

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

水
く
ら
げ
餌
に
と
聞
け
ば
つ
く
づ
く
と
幽
霊
く
ら
げ
の
性さ
が

を
哀
し
む 

伊
藤
ミ
ヤ
子

い
た
だ
き
し
敬
老
名
簿
に
う
ぶ
す
な
の
人
等
の
名
前
を
懐
か
し
く
見
る 

児
玉
千
代
子

記
念
館
に
て
茂
吉
の
短う

た歌
を
口
ず
さ
む
逝
き
た
る
母
へ
の
悲
し
み
伝
い
来 

遠
藤
惠
美
子

茂
吉
の
碑
訪
ね
し
行
け
ば
老
木
に
悲
哀
の
あ
ま
た
息
づ
き
お
り
て 

斎
藤

　
節
子

偲
ぶ
と
は
人
思
う
こ
と
八
月
の
に
い
に
い
蝉
は
絲い
と
す
じ筋

の
ご
と
澄
む 

小
林

　
康
子

雨
上
が
り
草
引
く
朝
に
露
草
の
花
の
青
さ
よ
こ
こ
ろ
澄
み
ゆ
く 

遠
藤
由
美
子

屋
根
塗
装
暑
さ
い
と
わ
ず
錆
お
と
す
ニ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
ー
ズ
似
合
う
若
き
ら 

渡
辺

　
京
子

白
魚
や
潟
鮒
豊
富
な
遥
か
な
日
シ
ジ
ミ
は
ジ
ャ
ン
ボ
今
は
ま
ぼ
ろ
し 

鈴
木
ヒ
ロ
子

必
要
な
書
物
は
い
つ
の
間
あ
い
だ
に
か
大
方
居
間
に
あ
る
の
に
気
づ
く 

す
ず
き
い
さ
む

伊藤	杏菜さん（街	道）
中国人選手のようなすば
やい動きができる卓球
選手を目指します。

伊藤	咲絵さん（上	村）
人の悩みを解決できる
ようなカウンセラーを目
指します。

髙橋	勇輝さん（大	台）
おいしいすし屋さんに
なって、お客さんを笑顔
にします。

津田	航佑さん（小今戸）
夏目漱石のような、読ん
だ人の心を幸せにできる
小説家になりたいです。

藤田	晴彦さん（新屋敷）
プロの箏奏者になって、
海外で活躍できるように
がんばります。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
９
月
号
﹃
い
か
わ
っ
こ

の
夢
﹄
で
掲
載
し
た
写
真
と
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
再
掲
い
た
し
ま
す
。

In America, most ATMs are open 24 hours. I wish 
Japanese ATMs didnʼt close so early…

アメリカでは、ほとんどの ATM は 24 時間サービスをし
ます。日本の ATM はこんなに早く閉まらなければいいの
だけれど ･･･。

Dialogue

Emily	:	Are�there�any�ATMs�around�here,�Amanda?

エミリー：この辺に ATM はあるかしら、アマンダ？

Amanda	:	There�is�one�near�the�station.�Have�you�tried�
that�one?

アマンダ：駅の近くに一つあるわ。そこを使ってみた？

Emily	 :	When�I�went�there�on�Sunday�morning,�the�
ATM�was�closed.

エミリー：日曜日の朝にあそこへ行ったけど ATM は閉
まっていたの。

Amanda	:�If�you�go�on�the�weekends,�most�ATMs�donʼt�
open�until9:00.

アマンダ：週末は、ほとんどの ATM は 9 時まで開いて
いないのよ。

Emily	:	I�see.�Iʼll�try�again�later.�But�what�should�I�do�
if�itʼs�still�closed?

エミリー：そうなの。また後でやってみるわ。でもま
だ閉まっていたらどうすればいいの？

Amanda	 :	You�should�try�the�ATM�in�the�convenience�
store�across�the�street.

アマンダ：通りの向かいにあるコンビニの ATM を使っ
てみるといいわ。

Whereʼs	the	ATM?

ATM はどこ？
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保健だより・子育て情報

保健だより●	10月分

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

10 月  6 日
20 日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

10月10日
（金）

す く す く
学 級 H26 年 7 月生児

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H25 年 10 月、12 月
H26 年3 月、6 月生児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７か月児（H26 年 3 月生）は離乳食指導があります。１時までに受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生
医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30
検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院 ･ 福祉活動室
電話 880-3013

食生活改善推進協議会・食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

10月20日
（月）

・移動研修（青森県立美術館） 8：30 ～ 17：00
青森市

10月21日
（火）

食生活改善推進員養成講座
・講話「健康づくり総論」

10：00 ～ 13：00
農環センター

19-1

景山 結
ゆ う と

登ちゃん
（街 道）

「わいわい広場」さくらっこ
☆10月の予定 （時間 9：30 ～ 11：30）

開催日 場 所（内 容）
2 日（木）
3 日（金）

こどもセンター
浜井川地区集会所

6 日（月）
9 日（木）

10 日（金）

健康センター
健康センター▲

「食のおはなし会」
 （10：00 ～ 11：30）

浜井川地区集会所

14 日（火）

16 日（木）
17 日（金）

日本国花苑
（雨天：浜井川地区集会所）▲

秋の国花苑であそぼう
 （ 9：30 ～ 11：30）

こどもセンター
浜井川地区集会所

20 日（月）
23 日（木）

24 日（金）

健康センター
こどもセンター▲

お誕生日会 （10：30 ～ 10：45）
浜井川地区集会所

27 日（月）
30 日（木）

31 日（金）

浜井川地区集会所
浜井川地区集会所▲

クッキング「おやき」（10：00 ～）
浜井川地区集会所

※わいわい広場はイベントの申し込みに関係なく
利用できます。

※２人のスタッフがお待ちしております。
※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

19-2

小澤 舞
ま し ろ

白ちゃん
（街 道）

ぼくたち、むしば なかったよ！ （２	歳児）	

定期予防接種のお知らせ
□予防接種の種類　ＭＲワクチン接種、ＢＣＧ予防接種、三種混
合予防接種、四種混合予防接種、不活化ポリオワクチン接種、

日本脳炎予防接種、小児用肺炎球菌ワクチン接種、ヒブ（Hib）

ワクチン接種、水痘ワクチン接種

※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。

□実施場所　井川町診療所　電話 874-2215 ／有線 4391

□実 施 日　毎週水・木曜日（受付時間は申込み時に確認して下さい）

□実施方法　接種希望日の１週間前までに井川町診療所へ要予約

※診療所以外での接種を希望される場合は、井川町健康センターへ
ご相談ください。

【問い合わせ】井川町健康センター  電話 018-874-3300 ／有線 4455

19-3

「食のおはなし会」甘い物との付き合い方
□とき　10 月 9 日（木）10：00 ～ 11：30

マクロビをベースとした食育活動を行う

八柳雅子さん（食育インストラクター　　　　　　　
マクロビオティックインストラクター）とざっ

くばらんにお話しましょう。

秋の国花苑であそぼう
□とき　10 月 14 日（火）9：30 ～ 11：30

□集合場所　日本国花苑・チビッコ広場

　　　　　　井川ゴリ山のある広場

□持ち物　ちょこっとおやつ、飲み物、

　　　　　各自お子様に必要な物

※雨天時は浜井川地区集会所で通常の広

場を実施します。申し込みは不要です。

クッキング「おやき」
□とき　10 月 30 日（木）10：00 ～

□場所　浜井川地区集会所（託児あり）

□材料代　300 円程度（参加人数による）

※参加される方は 10 月 23 日（木）まで

に井川こどもセンターへ申込み下さい。

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 有線 4305

齋藤 優
ゆ う な

菜ちゃん
（街 道）

19-1

勝田 陽
は る と

斗ちゃん
（新屋敷）
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慶 弔

９
月
３
日
、
平
成
26
年
度
井
川
町

敬
老
式
が
井
川
町
民
体
育
館
を
会
場

に
行
わ
れ
、
参
加
対
象
と
な
る
町
内

の
75
歳
以
上
の
方
９
９
６
人
の
う
ち

２
８
８
人
が
出
席
さ
れ
、
お
互
い
の

近
況
を
語
り
合
う
な
ど
、
仲
間
た
ち

と
共
に
長
寿
の
喜
び
を
わ
か
ち
合
い

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
米
寿
（
88
歳
／
対
象

36
人
中
12
人
参
加
）、
喜
寿
（
77
歳

／
対
象
74
人
中
26
人
参
加
）、
金
婚

夫
婦
（
結
婚
50
年
／
対
象
16
組
中
４

組
参
加
）
へ
齋
藤
町
長
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
齢

よ
わ
い

の
節
目
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
式
の
開
催
を
記
念
し

事
前
に
応
募
い
た
だ
い
た
井
川
小
・

中
学
生
に
よ
る
敬
老
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
生
徒
２
名
が

朗
読
発
表
。
そ
の
後
、
敬
老
者
を
代

表
し
て
田
中
町
内
の
勝
田
誠
さ
ん
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、「
地
域
の
た

め
、
家
族
の
た
め
に
が
ん
ば
る
〝
良

い
お
じ
い
さ
ん
〟
に
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
社
会
貢
献
に
向
け
て
の
抱
負

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
昼
食
を
囲
ん
で
の

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
井
川

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
園
児
の
遊
戯
や
、

本
町
出
身
の
民
謡
歌
手
、
鷲
谷
り
つ

子
さ
ん
ら
一
行
に
よ
る
民
謡
や
秋
田

漫
談
な
ど
で
会
場
の
お
祝
い
ム
ー
ド

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

20-1

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を

平
成
26
年
度 

井
川
町
敬
老
式

20-3 20-2

だより
（8/21～9/20届出）

施設の利用状況（８月）
(　　) 内は４月からの累計	

■町内無料巡回バス	 2,350 人（	 12,563 人）
■環境改善センター	 735 人（	 5,912 人）
■町民体育館	 1,257 人（	 6,873 人）
■町民武道館	 233 人（	 2,116 人）
■町営野球場	 506 人（	 2,076 人）
■スポーツ交流館	 91 人（	 674 人）
■定住促進センター	 1,128 人（	 6,360 人）
■日本国花苑施設	 910 人（	 8,118 人）
■老人福祉センター	 1,192 人（	 6,199 人）
■ごみ処理場	 99 ｔ（	 433 ｔ）
■し尿処理場	 20	 kl（	 171	 kl	）

人口などの動き
（９月１日現在）

人　口　男　2,447 人（	－ 58）
女　2,722 人（	－ 43）
計　5,169 人（	－ 101）

世帯数	 1,754 戸（－ 14）

（　）内は前年同月との比較

□お誕生おめでとう

遠藤凜
りんたろう

太朗（	良	・麻美）

□ご結婚おめでとう

♡工藤　　健（大　麦）
　大内　　都（秋田市）

♡工藤　琢磨（秋田市）
　石井　麻美（今　戸）

♡鷲谷　暁範（海老沢）
　舛谷　直美（大仙市）

□お悔やみ申し上げます

草階　弘子（67歳・井　内）

菅生カワヱ（86歳・井　内）

伊藤　民治（94歳・上　村）

渡部　ツヤ（88歳・新　間）

石坂　京子（75歳・井　内）

お願い：〝慶弔だより〟へ氏名等の掲載
を希望されない方は、届け出の際
に『戸籍窓口』へお申し出ください。

善 意
□地域福祉基金へ
・寺沢町内の高橋恵子さんより亡父
伊佐美さんの香典返しとして

・小泉町内の伊藤秀人さんより亡祖母
キクノさんの香典返しとして

・小今戸町内の伊藤肇さんより亡父
利太郎さんの香典返しとして

・井内町内の菅生忠雄さんより亡母
カワヱさんの香典返しとして

□社会福祉協議会へ
・第一生命保険株式会社労働組合
よりタオル70枚を寄贈いただき
ました

― ありがとうございました ―

日本国花苑バラ園を開園します
10 月 3 日（金）９時～開園

【問い合わせ】定住促進センター
電話 018（874）2503
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